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にしやすい．市販されているアナログ・スイッチIC
を使えば簡単に作れそうだが，通常オン抵抗が数Ω
以上あるので，Voutが0 Vにならない．
　もう1つのスイッチを抵抗R1と直列に追加すること
でも，Voutを0 Vにできる．ミュート時にスイッチを
OFFすると出力電圧Voutを完全に0 Vにできるが，ミ
ュートOFF（信号パス）時にひずみが大きくなる欠点
もある．スイッチのオン抵抗がVinの大きさによって
変動するのが原因だ．
　スイッチICを使ってミュートすると，ON/OFFの
切り替えが瞬間的に行われるので，スピーカから「ボ
コッ」という音が鳴る．

　オーディオ・アンプの電源スイッチをON/OFF
したとき，スピーカから「ボツッ」や「バツッ」と
いった大きく不快な音を聞いた経験はありません
か？
　どんな電子回路も，電源を投入してからアンプが
正常動作する電圧に達するまでの間は，状態が不安
定で，動きに落ち着きがなく予測不可能な動きをし
ます．これが不快な音の正体です．
　アンプから出力される信号を大きく減衰させるミ
ュート回路を追加して，電源ON/OFF直後の一定
期間だけ動作させれば，不快な音を消すことができ
ます．
　本稿では，ミュート回路用として発売されている
トランジスタを評価します．オン抵抗の大きさや減
衰量の大きさなど，ミュート回路の良し悪しに関わ
る性能について，一般的なトランジスタとどう違う
のか実験で比較します．� 〈編集部〉

■ ミュート回路とは

● アンプの口をふさぐ
　図1に示すのは，基本的なミュート回路の例だ．ミ
ュートは「消音」の意味で，オーディオ装置でよく使
う．図2に示すのは，オーディオ装置全体のブロック
図だ．本稿で紹介するミュート回路は，通常プリアン
プ側に設ける．
　図中のスイッチをONすると，Vout の電圧が0 Vに
なり，スピーカから出している音が消える．例えば
CDで音楽を聴いていたときに電話がかかってきたら，
ミュート機能を使うと瞬時に音量ゼロにできる．電源
ON/OFF時に発生する「ボツッ」という音（ポップ音）
を消すときにも使える．
　図1の回路は，市販されているアナログ・スイッチ
ICを使えば簡単に作れそうだ．

▶アナログ・スイッチICを使うと…
　オン抵抗Ronの低いスイッチを使うと，Vout を0 V
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図1　瞬時に音量ゼロ！ミュート回路の原型
スイッチをON/OFFすることでミュート/非ミュートを切り替える．
①のスイッチのオン抵抗が高いと完全には音が消えない．②にスイッ
チを追加すると非ミュート時の音声信号に影響が出る

図2　今回紹介するミュート回路はプリアンプ側に追加するタイプ
一般的なオーディオ・システムのブロック図
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ここにスイッチを追加して，ミュート
したいときにOFFすると      を完全に
0にできる．ただし，非ミュート時に
ひずみが大きくなる
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